
分類： キク科

属名 : タカサブロウ属

花言葉（タカサブロウ）：いつかきっと、

随分前に採集した野草で湿地のところで小さな小さな白い花を咲かせている草を見つけました。

田んぼの畔際で生育する野草は稲や他の草の陰で開花しいつの間にやら姿を消します。スケッチ11.8.29

見ぬま田んぼ・野草スケッチ「アメリカタカサブロウ」

別名：



「アメリカタカサブロウ」亜米利加高三郎

世界： 原産地は熱帯アメリカ

生育地：
1年草 道端、湿地、水田 荒地

茎 丈： 下部は横に這い、よく枝分かれし、上部は直立する。

葉 ：
対生 幅 8〜18mm、長さ２０～７０㎝、細めで、葉の基部に向かって幅が

狭くなる 茎や葉には剛毛があってざらざらしている。

花期 ：
9〜10月。

花・花色：
頭花は約１cmでまわりに白色の舌状花が２列に並び、内側に緑白色の筒状

花

種子 ：果実 幅 1.9mm、長さ2.4mmで周りに翼はない

特徴 ： 帰化種

由来
貧しくて筆や墨が買えなかった高三郎が茎を切って文字を書いたという説や、

古名のタタラビが転訛したという説などがある。

・・・と、誕生花のわからないタカサブロウ（高三郎）の花言葉「いつか」

ウィキペディア（タカサブロウ）
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